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ISO/TC 127/SC 3/WG 7（ISO 10906土工機械―外部への警報装置― 
室内試験手順及び要求事項）2014年 9月英国ロンドン近郊 

サウスダレンス村国際作業グループ会議報告
標準部会 ISO/TC 127 土工機械委員会国際専門家（Expert）

東山　哲治（コマツ）

2014 年 9 月に国際標準化機ߏ *4O のઐҕ員会
5C127（土工機械）ࡿ下の国際作業άループ *4O/
5C127/4C3/8(7（*4O10906 土工機械ʕ֎෦の
事項）会ٞがӳ国ロٻ手ॱ及び要ݧࢼ報装ஔʕࣨ内ܯ
ンドン近߫で開࠵され，協会標準෦会 *4O/5C127 土
工機械ҕ員会から国際ઐՈ（&Ypert）として出੮
の౦ࢯࢁの報ࠂをհする。

会ٞɿ*4O/5C127/4C3/8(7 国際作業άループ会
ٞ
1．開催日ɿ平成 26 年 9 月 2 日（Ր）ʙ 3日（水）
2．開催地ɿӳ国ロンドン近߫αウスダレンスଜ
B3*(AD&HoVTe（B3*(AD&ࣾはܯ報装ஔ，ݥة検
装ஔなどをѻうӳ国の機ث開発ൢച業ऀ）
3．出席者（ܟশུ）ɿ下記 6名
名લ （国名）会ࣾ名 ॴଐ

,errZ..Cone,.r. （ถ国）D&&3& 4ta⒎&nHJneer
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HenrZ.orHan,.r. （ӳ国）B3*(AD& 4aMeTEeWeMopment
manaHer

.arL5.CowarE,.r. （ถ国）5rJton4JHnaM
64A

PreTJEent

౦ࢁ࣏ コマπ 開発本෦*C5
開発センタ

˗プロジェクトリーダー兼 ISO/TC 127/SC 3/WG 7

コンビナー（主査）ɿ上記CO/&ࢯ

4．特記事項ɿ
・各機ثϝーΧは現ঢ়参考ن格で͋る4A&+994と
のဃはආけたい意で͋り，ݧࢼ݅や判定基準
は現行量࢈の仕様をベースにఏ案している。一
方，機ϝーΧଆはシステム成立݅として音圧ެ
ࠩのॖখを要ٻしているが，ٞするたびに機ث

ϝーΧのఏ案も変わりऩଋしない。引きଓきެࠩॖ
খの要ٻは行っていくが，参Ճऀが機ثϝーΧத৺
で͋り，かつ，対が機ث୯体での評価方法という
ことも考ྀすると͋るఔ度機ثϝーΧでٞがਐΉ
のは͋るఔ度ڐ容せ͟るをಘないのかもしれない。
・現ࡏ協ٞதで͋り8(内でも߹意にࢸってはいな
いが，主なެࠩをҎ下に記す。ʠ3ateEWaMVeʡ（基
準）とʠBaTeMJne（定格）Eataʡのҧいにより実
際のެࠩが変わるため，࠶整理して引きଓき協ٞす
る。

දᴷ �　ओཁެࠩ

4A&+994 *4O/8D10906
（-ow/.JEEMeEVtZ݅）

BaTeMJne 基準 ʶ4EB（基準ެࠩ） ʶ3EBoGrateEToVnE
MeWeMoGaMarm

&YtremeWoMtaHe ʶ8EBoGCaTeMJne ʶ3EBoGCaTeMJne

-ow/HJHhtemperatVre,
nomJnaMTZTtemWoMtaHe

ʶ8EBoGCaTeMJne ʶ6EBoGrateEToVnE
MeWeMoGaMarm

-ow/HJHhtemperatVre,
TZTtemWoMtaHeeYtreme

ʶ8EBoGCaTeMJne 定なしن

5．  ISO 10906 第 2次作業原案 2014年 9月 2日付案
文詳細：
下記ٞを৫り込Μだアップデートはผ్コンϏ
φーより。
5.1　“De�nition”（定義）
・ʠ3eWerTewarnJnHaMarmʡޙୀܯ࣌報音発生装ஔ
の作動݅としてʠAVtomatJcaMMZactJWateEʡと定
ٛしている表現が͋ったが，ࣗ動作動かどうかはア
プリケーションおよびं体設計にґଘするため，
ʠAVtomatJcaMMZactJWateEʡという੍は除֎した。
・ʠ4ampMeaMarmTʡ（評価用ࢼڙ）に関して，ࢼڙ
は全てのݧࢼにಉ͡ものを使用するため，ࢼڙ
に対するݧࢼෛՙを考ྀしてݧࢼॱংを定ٛする必
要が͋る。またݧࢼは1）基本৴པੑを֬ೝする
PreMJmJnarZ テストと2）実ྗ（ConpEence MeWeM）
を֬ೝする 4econEarZteTt，とを定ٛする。
・ʠPreEomJnant GreRVencZʡは最も EBAレベルが大
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きいもので͋り，ブラケットの共振などで'VnEamentaM
GreRVencZとҟなる場߹が͋るため，྆पは必
ͣしも一致しないことを໌記している。

5.2　  “Alarm and microphone location”（警報音とマイ
クロホンの位置）

・4eMG�aEjVTtJnHaMarm では 4oVnEToVrce をʴ 4EBA
で設定することになっているが，ެࠩのن定がແい
ためผ్協ٞする。

5.3　“Sound measurements”（音響測定）
・ʠ/omJnaM4ZTtemVoMtaHeʡでの 4oVnEpreTTVre
MeWeMmeaTVrementでの音圧ڐ容ൣғはҎલʶ 4EB
でٞしたが࠶度協ٞすることになり，機ثϝーΧ
より「ʶ 3EB は可能かもしれない」というఏ案が
͋った。しかし協ٞをଓけていくと「HeaWZDVtZ
仕様はそれより大きくしたい」という案が͋り，
現࣌点でHeaWZDVtZ 仕様の定ٛは໌֬ではແい
が，温度ൣғの֦ு（105ˆやʵ40ˆ）などがその
対となりうる。ʶ 3EBからのॖখに関して，機
ϝーΧはʶث 2EB はしいと主ு。量࢈はখ
型νャンόを用いるなど生ੑ࢈をॏ視しており，そ
のଌ定ਫ਼度も考ྀする必要が͋るというݟ解。

5.4　  “Sound pressure change with voltage”（電圧に
よる音圧変動）

・લճ8(ではʶ 2EBGromtheCaTeMJneEata でٞ
したがʶ 2EB はマージンがແくʶ 3EB にしたい，
という主ுが機ثϝーΧより͋った。ここのみ
ʠGromtheCaTeMJneEataʡになっており /omJnaM
WoMtaHeからのからの変化量として定ٛされる。
3ateEWaMVe（仕様）に対する /omJnaMWoMtaHe
ଌ定ެࠩʶ 3EBを考ྀすると，ৗ温では仕様
に対してʶ 6EB のެࠩという計算になるがৄࡉを
協ٞしきれていないため引きଓきܧଓして協ٞする
（4A&ではৗ温のみでʶ 12EB という計算になる）。

5.5　  “Low  temperature,  nominal  system  voltage”及
び“High  temperature, nominal system voltage”

・4A&ではʶ 8EBGromtheCaTeMJneEata と定ٛされ
ているが，αプライϠの実際はʶ 8EBoGrateE
ToVnE MeWeMoGaMarm（仕様定格に対してʶ 8EB）
とೝࣝしていた。ʶ 8EB からのॖখはシステム要
をベースに主ுしʶٻ 6EBで協ٞしている。
・温度変動が大きいのは 0ˆҎ下の෦分で͋り 0ˆҎ
上とݶ定すれެࠩをখさくすることは可能，とい
うコϝントが͋った。

5.6　“Rain test”
・ถ国ࢢ場では୯なる PaTT/'aJMの表現しかないが，
場ではࢢ6& *P 等ڃ（*P67）などでの定ٛが好ま
れるため，その定ٛも検౼する。

5.7　その他環境試験
・対ੑڥ能はྨࣅの定ٛをしている4A&+1455（特
にセクション5）の引用を検౼するとಉ࣌にྨࣅの
*4Oがແいかをௐࠪする。
・テストシーケンスを定ٛしたテストマトリクスを作
成த。HeaWZDVtZ仕様など使用ڥにԠ͡たݧࢼ
݅，判定݅を定ٛத。

5.8　温度条件
・&CCO，B3*(AD&などαプライϠは 85ˆで大෦
分はΧόーできているというೝࣝで͋る一方，
+OH/D&&3&では85ˆで問題が発生したため
温度ൣғをもうগし͛たいという主ு。よって，
温度ൣғ，温度特ੑに関するݟ解を各ࣾ整理するこ
とになった。

6．アクションアイテムɿৄࡉはผ్コンϏφーより
。各ࣾ温度ൣғ，温度特ੑに関するݟ解を整理。

付記　会ٞ࣌点では8ޙࠓeC 会ٞ，対面会ٞなど実
施とされていたが，Ҏ߱の会ٞ開࠵実はແく，ޙࠓ
の༧定もະ定で͋る。





